
１. 「農作業での死亡事故は毎年４００件前後」。   
建設作業での死亡事故の発生率は年々減少し、道路交通事故の死亡者

数はこの２０年間で半減です。

私たちが大切にしたい農業は、大変危険な職業となっています。

農業関係者であるかどうかに関係なく、他人事ではありません。

「人の命を守りたい」、「笑顔の農業にしたい」、「私たち日本人の共助

の心でなんとかできないか」、「人任せでなく自分たちで何とかしようと

いう仲間を増やしたい」との思いで、このマニュアルを作りました。

２. 「また分厚いマニュアルか」とそのまますぐ机に積み重ねたり、本棚
や引出しに仕舞ったりしないで、最初の「まずやってみよう」だけでも、

まず目をじっと通してみてください。

現場で、地域ぐるみで、人と人のつながりを活かして、事故防止活動

を行う「きっかけ」としてご覧ください。

①まずグループで集まること。

②次に自分たちで考えてみること。

③そして仲間をどんどん増やすこと。

現実的な進め方をまとめています。「うちでもできるかな」と思える

ところ、やりやすいところから、まず行動を起こしてみてください。 

３. そして、このマニュアルを活用して、農業関係の会合や講習会だけで
なく、集落の寄合や地域全体での会合など様々な機会で「農作業安全」

を話題の１つにしていただけませんでしょうか。

１つ１つの積み重ねが、農業に携わる方の命を守るだけでなく、家族

や仲間をはじめ、皆さんの笑顔を守ることにつながっていきます。

４. 皆さまの意識と行動があってこそ。一歩一歩踏み出しましょう。

さあ、ページをめくってみてください！

地域活動マニュアルを手にされた皆様へ




